
北方山学会の歩みも創立以来 6年 を経過

しました。そこで、会の歩みを曲が りなり

にでも記録 しておくことが今後の会の発展

に必要だと考えられます。そのために年次

を追いながら会の歩みを忠実に綴っておく

ことにしました。また、それに加えて、こ

れまでに発表された「1次もまとめて収録す

ることにしました。今までに刊行された会

詰を効果的に活用するための結日次として

の役割を果たすことができれば幸いです。

昭和55年度

「北方山中会」は昭和55年、かつての小樽

山学会」の会長であられた「高丁保精一氏を中

″じヽとして、親 しかった山草仲間が相寄 り会

い創設された会であります。

その創設の趣旨は次の 3点 に要約されま

す。

①山車の培養、繁殖の研修普及は明るく

自由な立場 と純粋な愛情で行われなけ

ればならないこと。(す里念)

②明朗で進歩的な会をめざし、軽実な会

を築き11げていくこと。

③これからの山野単愛好者のあり方は一

にも 1にも繁殖によるものでなければ

ならないし、稀品の山草を自慢 したり、

ひそかに楽 しむものでもないこと。そ

して、知識 も技術 も1lli事もお五いに足

らぬ ものを補い合い、これからの山野

草培養を お層楽 しいものにしていくこ

北 方 山 学 会 の 歩 み

北方山草会編集部

と。

以_11の3点 をH指 して創設されたのが北

方山学会であ りました。

ち時の顧問の先生、創立委員は次のよう

であ りました。

顧問 (五十音)

坂本直行先生

豊田秀夫先生

野坂志朗先生

創立委員 (五十吉)

阿保米詩――ち

志賀史郎

菅原勝雄

高野i英二1

高橋喜一
郎

i屋 久雄

坪HJ尚雄

中川秀雄

新岡武彦

当時の事務局は小樽市宮肘11～ 9～ 23、

阿保精一氏方に置かれました。そ して、 li

記の方々が最 も困難な会の創設に大いに努

力されました。

本会の会誌につ きましては、創 立当時 よ

りきめこまかい手作 りのi味を出 したいとい

う願いがこめられてお りました。

今は、まぼろ しの書物、船崎光治郎者の

「図説樺太の高山植物」(樺太庁、昭和16年

刊)の 原色手が き図版をカラー写真に した

もの 8葉 が収録 され、坂本由i行向伯の題学
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とすばらしいキバナシャクナゲの表紙絵を

付けて創F‖号が発行された①今のHttftには

珍らしい手造りの会iまでありました。

昭和56年度

この年、原秀雄先生に顧問就任をお願い

し、快 くホ諾 をいただ くことができました。

原鬼メ11には会:iよ第 2'j今からカラー写真につ

いての解f比を岬ド
Li的

な立場から執竿 してい

ただ くことにな り ‐店内容の充実 した会詰

を千J行することができるようにな りました。

会詰第 2号 は坂本向伯のカムイコザクラ

でかざることができました。なお、本号か

ら創千叫号にはなかった会虫名薄が加えられ

ました。会虫数は37名 (H再和56年 3月 1日

現在)、顧問は略〔先生を加え 4名 。

揃集委典

IH「十呆精  ヽ  大 十丁f不!1雄

志賀史郎   告 原勝雄

高野英 1   高 橋百一郎

11聴久雄   坪 腎1尚敏

中川秀雅   新 1司武彦

昭和57年度

昭和57年 2)12F]、 会長卜Hi保精 一氏がご

逝去され、さらに同年 5)34卜J、美 しい絵

で会詰をかざっていただいた顧門の坂本直

行鬼生 も御他界されました。北方山草会の

2名 のi銀 を失ったことは、内外 ともに大

きな損失であ りました。そればか りではな

く、本会の会詰の発行 も断念 しなければな

らないのではと危供 されたのであ りました。

しか し、ヤいに も御述族の方々か らの多大

なる御支援 により、57年11月に会詰発行の

延びとな りました。

会長Ftti保精一氏の御他界にともない、事

務局は小博市より札中晃市西区西野11条 9丁

H5の 10、高野英 1氏方に移されました。

会詰 3'テ本の表紙絵については坂本画イド1御

遺族の承諾を得てキバナシャクナゲの絵を

再び使)日させていただきました。

創設より会の歴史は浅いのですが、車4会

の会iよは高 く評価 されるまでに下 りました。

なお、この年は会長阿保精 ^氏の御他界

にともなって会虫の大移動が起こりました。

特に小樽市在住の会員の方々の退会が 日立

ちます。会 との結びつ きというよりは、会

長故阿保氏個人との結びつ きが強かった人

々が退会され会長の大移動が起こりました。

北方山中会の大 きなできごとであ りました

ので忠実に書 き留めてお くことに しました。

く口7!和157年度会真移動〉

・御逝去 :会長阿保精一

顧問 坂 本直行

・新会真 :外 山雅寛 (新篠津村)

北i程 度 (東京都)

O退 会者 :坂垣 孟 (小博市)

士唇久雅 (上富良野)

上岐芳明 (エセコ田!ハ)

福岡申央 (小博市)

本間ハナ (小樽市)

松浦武宏任 (本し中晃「市)

樋 口邦俊 (■富長野)

常iキと 彰 (愛知県)

山本清建t(小 縛 市)

森 和 男 (西宮市)

溝江お、で (小縛市)

宮本裕三 (小博市)

―- 99 -



■崎 t知け歳 (鎌合市)

111州H 武 (11のlINl村)

館山輝人 (小博市)

高橋落一郎 (米沢市)

志賀史郎 (小樽市)

久1木省・t(小 樽市)

久保武大 (仁木町)

兜||| |キ(小樽市)

安藤解1治 (美唄市)

昭和58年度

この i々、故1由「保氏なき後、委員が集まっ

て今後の会!,まのl ll行をどうするかについて

検吉す致 しました。その結果会詰の刊行を続

行 しようということになりました。

これは今まで架いてきた基礎を大切にして

活動の充実はもとより、会詰の内容 もすば

らしいものにしていこうという圧い かヽらで

もありました。

あの美しい表紙絵を描いていただいた坂

本先41iなき後であったので再びあのような

美 しt 1ヽ11事誌はできないないのではと思わ

れましした。 ところが、十いにも高野奥 1

氏が坂本先生が描かれたエゾフウロウの原

向を所蔵されておりました。清楚で北方山

中にとてもマS、さわしい原向で、 FiⅢ述それを

使用することにしました。

||をイ和58年12)1第4号 は以前にも増 してす

ばらしいものとなってできあがってきまし

た。会〔iよのFJ行については長い問高野果 二

氏が精力的に努力されてきました。

会詰刊行時の会員数は26歓となりました。

58年度は前年の会虫の大移動に比べて会

上iも落ち着きを見せ、ほんとうに植物の夕F

きな方々の増加を兄ました。

・新会長 :荒川盛典 (伊達市)

木供 ||:和(岐阜労1)

高野秀樹 (広島Wl)

使 呂 け (横浜市)

林伸次郎 (福島県)

0連 会括 :1名 もあ りません。

昭和59年度

今までの活動にさらに充実 した会にする

ために、委員の大常イく1雄氏の発案により

山野事の種 Fを 無償配布することを本会の

事業に加えることにな りました。

この!事業については特に紋別郁遠韓町の

吉本明氏 より絶大なる御支援 をいただ き、

また精細な種 Ftt H録を送っていただ きまし

た。数名の方々から種 rキ の御奇賠をいた

だき、柿 子銀行の役割は委典の大丁fさんが

神l当して くれました。このことにより、制

f党1路時の会の趣旨が大いに/1:かされ、会,1

の方々も熱心に培養されました。

会真の方々は全日に散 らばってお ります

が、足 もとの北海道 を見た場合末部方面iの

会虫としては吉本明氏 1各 しか兄ど略りませ

ん。純粋な″じヽからJL海道内のlllh物をよく角|

るためにも、道東部方面の会真増 (脱物を

真に愛する方々)の 必要が)高感されます。

本年度会に入られた方々は白然を愛する

方々、植物を専門的に研究される方、培養

を専門になさっている方、夫を追求 される

方々など多彩なメンバーが加わ り会の ^情

の発展が期待されるようにな りました。

・新会長 :小宮定志 (東京都)
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大琢 1に人 (本印兄けす)

小野衛良 (ri老田J本)

沢|十1慶 r・(札幌市)

山谷キ蔵 (沐邸貯市)

i持水藤 r(|!1別町)

〇連会祐 :1名 もあ りません。

・御逝去 :竹 liけ ミ

昭和60年度

昨年十度より本会会,1になデ,れた小丁f定志

化/1:(食虫|ド〔物分類学 者)が 小午6)j8H

～ 9111ドj11にわたって新篠津itユ原、北村、

美!サt市、'li別市の タヌキモ亦十植物を調査さ

れました。 8)1に は1呼び来道 され、111!正

午より静狩ii止原にて大ナ十、清水、外山の会

とif杵氏 と合流瀧原を附企されました。llJ H

さらにドiをWj本ヨコス トli止原、13「|には釧路

ii止原、1411には川杉Wj本ナlヶ湖liユ原、新篠沖

liユ原をrβi介され、道内のタヌキモ科植物、

特に ミミカキグサ類の道内分布の状iケtを観

祭されました。

釧路it止原でのムラサキ ミミカキグサのil:

式な確f志は戦前戦後を'芭じて最初のできご

とであ りました。

く北方山草会の歩みをまとめて〉

本会の歩みをまとめなが ')、やは り最低

で も5年 に 1度 はその歩みをまとめてお く

ことが ‐1辞必要な気が しました。

新会典の方々にも会の動向をF理解 してい

ただくこともできるのではと思われました。   ィ ヮシャジン

(火黄 外 山雅寛)
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